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        1.緒    言
   1)
 第1報 でVitellin中 のア ミノ酸含量の定量を行な っ
た際,ア ミノ酸 自動分析器によ り50㎝ カラムで中酸性
ア ミノ酸を分析 した時,ア スパラギ ン酸の前部にニン
ヒ ドリン反応(+),リ ン反応(+)の1つ のピークを認
        2」
めた。Rapoportら も卵黄 か らとり出 したVitellenic
acidを2N-HCIで 処理 して・ミリウム塩沈殿 よりセ リ
ンと リンの結合を証明してお り,ま た カゼイン中の リ
ンも,そ の%は セリンと結合 してい ると報告 している
が,セ リンと リン酸がエステル結合 したホスホセ リン
の形では分離 ・定量されていないので,そ の分離を試
みた。 またVitellin中 の リンがすべてセ リンと結合 し
ているとすれば理論上の ホスホセ リン含量は2,89と
な りわれわれの得た結果よ りかな りの差を生 じる。 し
たが って,ホ スホセ リンの定量については6N-HCIで
は他のア ミノ酸に比べて非常に分解 されやすい性質の
ものであると考え られ るので,ホ スホセ リンの定量法
について検索 し,理 論値に近い値を得た。その他,外
そ う法 より含量を算出していた,セ リン,プ ロリン,
メチオニンについても再検討を行なつたので報告す る。
II.実 験 の 部
II-1実 験 方 法
II-1-I Vitellinよ り ボ ス ホ セ リ ン の 分 離
 Vitellin 19に6N--HCI 100m1を 加 え,窒 素 ガ ス を
通 じなが ら4時 間 加水分 解を 行 な った後,減 圧 アル カ
リデ シケ ーター中でHCIを 除 去 して,黒 褐色粉末 を
得た。 これ を蒸留 水で溶 解 し,pH 1.5に 調整後20ml
に定容 し沖過す る。 そ の2m1を 次 に述べ る カラム展
開 の試 料 と した。精製 した ア ンバ ライ トIR-45(200～
400mesh)109をpH 3.0のHC1で 膨潤 した後,カ ラ
ム1(2×15㎝)に 充 てん し,同HC 1で 充分洗浄後,
試料 を添 加,同HCIで 展 開 し,溶 出液が ニ ンヒ ドリン
反応(一)に なる まで溶 出す る(樹 脂上 部に褐 色 リング
が残存)。 次 に0.1N-HCIで 展 開 を 行 ない,59つ
















*本 学食品学研究室 IIを 使用 して精製を行な 図1ホ スホセ リンの分離
昭和46年11月 (1971)
った。
カラム Iと同様，アンパライト IR-4510gを pH2.5
の HCl膨潤したものをカラム 1に充てんし蒸留水
で洗浄後，カラム I処理後の分画試料を pH1. 5に調整






























































































67 I 59 I 68 I 68 
3o I 34 I 55 1 55 
23 1 5 I 
2 I 31 8 1 
48 1 50 I 60 I 61 

















(7 : 1) 
プロパノール:ギ酸:水
(20 : 1 : 5)
5%硫酸
アンモニウム 96%アルコール:水
(7 : 1) 
96%アルコール:水










































2.試料(2) 3. P-Ser. 
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